
食
べ
物
を
大
切
に
す
る
心

い
う
環
境
を
子
ど
も
た
ち
の
世
界
に
作
り
ま
せ

を
育
む
こ
と
は
人
生
で
も
っ

ん
か
。
私
と
一
緒
に”

弁
当
の
日
”
に
取
り
組

と
も
大
切
に
す
べ
き
基
礎
作

ん
だ
卒
業
生
た
ち
が
も
う
親
に
な
り
は
じ
め
ま

り
で
あ
る
。

し
た
。

子
ど
も
は
、
育
っ
た
環
境

彼
ら
が
私
に
言
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
「
先

に
適
応
し
て
大
人
に
な
っ
て

生
、
よ
く
ぞ”

弁
当
の
日
”
を
や
ら
せ
て
く
れ

い
き
ま
す
。

ま
し
た
」

の
笑
顔
と
言
葉
に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
ヨ
。
愛

（
申
込
不
要
）

親
が
楽
し
そ
う
に
食
事
を

沖
縄
で
も”

弁
当
の
日
”
実

さ
れ
た
意
識
が
残
っ
て
い
る
と
、
愛
す
る
意
識

六
月
二
日(

月)

二
五
〇
名

作
っ
て
い
た
ら
「
や
り
た
い
」
践
校
が
広
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

も
ず
っ
と
続
く
も
の
で
す
ね
。
感
謝
！

上
山
中
学
校
体
育
館
（
校
区
青
少
協
主
催
）

「
何
か
で
き
る
こ
と
あ
る
？
」
（
参
加
者
の
声
①
）

（
主
婦

Ｔ
さ
ん
）

十
九
時
～
二
十
一
時

と
言
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
ピ

先
生
の
お
話
さ
れ
た
「
人
間
脳
―
社
会
脳
―

（
参
加
者
の
声
②
）

※
問
い
合
わ
せ

ー
ク
は
五
歳
で
す
。
台
所
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
脳
」
。
脳
の
育
ち
（
心

前
回
の
講
演
会
を
聴
い
て
か
ら
、
五
歳
の
息

お
き
な
わ
「
弁
当
の
日
」
応
援
団
事
務
局

料
理
を
し
た
い
と
い
う
気
持

の
育
ち
）
が
い
か
に
人
を
育
て
、
社
会
、
人
を

子
と
料
理
作
り
を
始
め
ま
し
た
。
料
理
が
で
き

〇
七
〇
―
六
六
九
三
―
〇
四
三
一

ち
は
十
歳
ご
ろ
に
な
く
な
り

豊
に
す
る
か
、
よ
く
理
解
で
き
共
感
で
き
ま
し

た
と
き
の
子
ど
も
の
顔
が
す
ご
く
キ
ラ
キ
ラ
し

六
月
三
日(

火)

三
〇
〇
名

ま
す
。

た
。
生
き
る
た
め
の
食
。
人
と
つ
な
が
る
た
め

て
、
子
ど
も
自
身
の
喜
び
と
自
信
に
つ
な
が
っ

浦
添
市
立
神
森
小
学
校
体
育
館

そ
れ
は
「
料
理
は
で
き
な

の
食
。
心
が
育
つ
た
め
の
食
。
教
育
の
中
に
も

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

十
九
時
～
二
十
一
時

く
て
い
い
」
と
い
う
心
と
体

取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
課
題
か
と
思
い
ま

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
と
一
緒
に
台
所
に
立
っ

※
問
い
合
わ
せ

が
で
き
あ
が
っ
た
時
期
と
言

す
。
竹
下
先
生
の
愛
あ
る
教
育
に
感
動
し
ま
し

て
、
「
子
育
て
っ
て
楽
し
い
よ
♪
」
と
子
ど
も

神
森
小
学
校

え
る
の
で
す
。

た
。
自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
、
両
親
に
つ
く

に
伝
わ
る
よ
う
、
私
自
身
も
楽
し
ん
で
一
日
分

〇
九
八
―
八
七
七
―
六
三
八
〇

「
簡
単
な
料
理
は
一
人
で

づ
く
感
謝
の
意
が
増
し
ま
し
た
。
父
九
五
歳
、

の
成
長
し
た
幸
せ
を
感
じ
て
生
き
た
い
で
す
。

で
き
る
の
が
当
た
り
前
」
と

母
九
二
歳
、
高
齢
の
介
護
状
態
で
す
が
、
二
人

（h
ar
u
r
u

さ
ん
）

※
四
会
場
と
も
入
場
無
料

一
般
の
方
が
対
象
。
ご
家
族
・
ご
友
人
お
誘

※
講
演
会

沖
縄

の
案
内

い
合
わ
せ
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

in

演
題
：
「
弁
当
の
日
」
が
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ

※
各
講
演
会
は
、
児
童
生
徒
の
み
で
の
参
加
は
で

（
申
込
必
要
）

き
ま
せ
ん

五
月
三
十
一
日(

土)

五
〇
〇
名

南
風
原
町
立
中
央
公
民
館
黄
金
ホ
ー
ル

【
講
演
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
竹
下
和
男
先
生

十
八
時
～
二
十
時
（
開
場
三
〇
分
前
よ
り
）

・
香
川
県
綾
川
町
小
学
校
校
長
。

六
月
一
日(
日)
一
〇
〇
名

・
高
松
市
立
国
分
寺
中
学
校
校
長
。

ア
ッ
プ
ル
タ
ウ
ン
三
階

・
香
川
県
教
育
委
員
会
で
九
年
間
勤
務
。

十
六
時
三
十
分
～
十
八
時
三
十
分

・
滝
宮
小
学
校
校
長
時
代
、
子
ど
も
自
身
に
作

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ

ら
せ
る
「
弁
当
の
日
」
を
提
唱
。

コ
ー
プ
お
き
な
わ
総
合
推
進
室

・
そ
の
教
育
効
果
を
実
証
し
、
保
護
者
・
地
域

〇
九
八
―
八
七
九
―
一
一
四
四

ぐ
る
み
の
食
育
を
実
践
し
て
い
る
。

平成26年
5月20日

神原中
不定期04号

食べ物を大切に!!
～子どもが作る“弁当の日”竹下和男講演会～

野球組合せ!!
－那覇地区夏季総体－

那覇地区春季リーグ(結果)
2日間のリーグ戦で3勝1敗の

成績を残しました。負けた試合
も延長戦というきわどい試合で
した。以下，試合結果は次の通
りです。
4/19 神原 4-1 寄宮

神原 2-3 石嶺(延８)
4/26 神原 2-1 松城

神原 4-2 上山
いよいよ夏季大会の組合せが

決定しました。野球の見所は，
どのチームにも優勝のチャンス
があると言うことです。全力プ
レーで悔いを残さないように！

弁当の日って？
「弁当の日」とは，「献立

作り・買い物から片付けま
で，子供が自分でお弁当を作
って学校に持って行く」とい
う取り組みです。
大人は手を出さず，見守る

だけ。
講演会では「弁当の日」を

通して，子どもたちが家族の
愛情に気づいたり，感謝の心，
食べ物の大切さ，作る楽しみ，
生きる力を身に付け，今まで
以上に家族の絆を結びつける
きっかけになる様子をお話い
ただきます。
家庭内で「孤食」は増えて

いないでしょうか？
家族がそろって食事をする

「団らん」の機会が減り，食
生活も多様化，調理済みの惣
菜を購入して持ち帰って食べ
ることも多くなっているので
はないでしょうか。
「食育」というも

のをみんなで考える
機会になるかと
思います。

神
中
し
ー
ぶ
ん


